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あとがき 

 
本書の最終の校正作業中の2011年8月30日～9

月6日に台風12号が襲来し、紀伊半島を中心とし

て広範囲に連続降雨量が1000mm（奈良県上北山

で最大1808.5mm、気象庁、2011年9月7日）を超

える降雨がありました。国土交通省のレーダー雨

量観測では、奈良県上北山村大台ヶ原で2436mm
にも達しました。このため、多くの天然ダムが形

成され、マスコミ関係では、土砂崩れダム、土砂

ダム、堰き止め湖、天然ダムなどという用語が使

われ、混乱した状態となりました。監修者・著者

にもマスコミ関係から多くの取材がありました。 
表1.1に示したように、今までにもこのような現

象は色々な用語で表現されました。突然河道が閉

塞され、上流部が湛水して徐々に水位が上昇して

行く現象や満水後の決壊による洪水被害を目の当

たりにした当時の住民や為政者は、大変な驚異を

感じたことでしょう。 
ヘリコプターからの観察によって、17ヶ所の天

然ダム（土砂崩れダム）が認められましたが、そ

のうち5ヶ所は、堰き止め高が20mを超えている

ことが明らかとなったため、「土砂災害警戒区域等

における土砂災害防止対策の推進に関する法律」

（土砂災害防止法）の改正（2011年5月1日施行）

に基づき、緊急調査対象地区に指定され、国土交

通省近畿地方整備局が緊急調査を行いました。独

立行政法人土木研究所が開発した投下型ブイ式水

位計（2008年の岩手・宮城内陸地震時に開発）を

ヘリコプターから投下して設置し、常時観測（1
時間毎に測定結果と降雨量を公開）しながら、天

然ダムの状況を監視しました。それらの結果や越

流・決壊時の氾濫シミュレーションをもとに、氾

濫想定範囲などを推定し、「土砂災害緊急情報」と

して奈良県・和歌山県や関係市町村に通知しまし

た。市町村長は土砂災害緊急情報を受けて、避難

勧告・指示を出し、氾濫範囲の地域住民を避難さ

せ，一部地域では警戒区域も設定されました。こ

のような天然ダムの土砂災害緊急情報による警

戒・避難活動は、2011年5月から制度化され，台

風12号後に初めて実施されたものです。 
その後、9月18～21日の台風15号の襲来によっ

て、再び豪雨（連続降雨量300～500mm、気象庁、

2011年9月22日）となり、一部の天然ダムは満水

となって、溢れ出しましたが、幸いにも土石流の

発生には至りませんでした。 
裏表紙袖の図は、1889年と1953年と今回の天然

ダムなどの位置を示した図で、防災科学技術研究

所の地すべり地形（移動体）分布図の上に追記し

てあります。また、防災科学技術研究所が把握し

た崩壊・大規模崩壊の地点も示しています。 
前書である『天然ダムと災害』の5章や本書の

2.9項でも詳述しましたように、明治22年（1889）
8月19～20日の台風襲来によって、奈良県十津川

流域では大規模な崩壊・地すべりが1146箇所、天

然ダムが28ヶ所以上発生し（芦田1987では53箇
所）、245名もの死者・行方不明者を出しました。

しかし、明治大水害誌編集委員会（1989）によれ

ば、和歌山県の富田川流域や秋津川流域を中心と

して、死者・行方不明者が1247名にも達していた

ことが記されていますが、砂防関係者でもあまり

知られていないことでした。本書の2.9項では、和

歌山県西牟婁郡の秋津川流域と富田川流域で天然

ダム（5箇所が判明）が形成・決壊し、十津川流

域よりも多い死者・行方不明者が出ていることを

説明しました。 
1889年と2011年の土砂災害（特に天然ダムの位

置と決壊の有無）との比較検討を今後慎重に行う

必要があります。1889年には表1.3に示したよう

に、和歌山・奈良県で33ヶ所の天然ダムの位置・

形状が判明していますが、そのうち半分近くの16
ヶ所が1日以内、4ヶ所が1日～10日未満、4ヶ所が

10日～1ヶ月未満、1ヶ所が4年後に決壊し、現存

している天然ダム（大畑瀞）は1ヶ所に過ぎませ
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ん。この大畑瀞は、台風12号時の降雨により越流

侵食が進み、台風15号の接近に伴って、下流域に

避難勧告が出されました。 
1889年の災害では、十津川本川沿いで多くの天

然ダムが形成され、その後ほとんどの天然ダムが

決壊し、本川の河床が50m前後上昇して、険しい

V字谷から少し谷底の広い谷地形に変わったと言

われています。一方、2011年の台風12号による天

然ダムは十津川の支流域で多く形成されました

（本川沿いでも数ヶ所で発生しましたが、比較的

規模も小さく、1日以内に決壊しています）。この

ため、各天然ダムへの流入量は比較的少なく、す

ぐには満水になりませんでした。また、河道閉塞

した物質がかなり硬質な岩屑（新潟県中越地震時

のような軟質な土砂ではない）からなるため、角

礫の隙間から流入水が湧出したことも、越流・侵

食や大規模な土石流の発生に至らなかった要因の

一つだと思います。しかし、河道閉塞した岩屑が

不安定な状態で堆積していますので、今後の豪雨

や地震によって、大規模な土石流が発生する可能

性があります。表1.3によれば、天然ダム形成後，

数ヶ月・数年・数十年後に決壊している事例もあ

りますので、十分な監視が必要だと思います。 
また、国土交通省水管理・国土保全局砂防部や

近畿地方整備局が総力を上げて恒久的な対策に取

り組まれており、早期に地域が復興されることを

期待いたします。 
今回のような災害現象を含め、本書が天然ダム

の形成・決壊により引き起こされる土砂災害の軽

減に向けて、基礎的な情報提供の一助となれば幸

いです。 
なお、表1.3で61災害168 事例の天然ダムをリ

ストアップすることができましたが、個々の数値

については修正すべき点があると思いますので、

お気付きの方は教えて下さい。また、この一覧表

には記載されていない事例をご存じの方は教えて

下さい。一方、河道閉塞の痕跡地形が残り、天然

ダムが形成されたことが明らかな事例（14Ｃ年代

が分かっている）も多くありますが、表1.3には記

載しませんでした。これらの事例についても、今

後リストアップしていきたいと思います。 
 
本書をまとめるにあたって、国土交通省水管

理・国土保全局砂防部、気象庁、国土地理院、国

土技術政策総合研究所、各地方整備局、各事務所、

関係都道府県・市町村、独立行政法人土木研究所

などの公開資料を引用させて頂きました。また、

独立行政法人防災科学技術研究所社会防災システ

ム研究領域災害リスク研究ユニットの井口隆総活

主任研究員から、斜め航空写真や地すべり地形分

布図を提供して頂きました。貴重な絵図や文献図

表・写真の掲載許可を頂いた所蔵機関・所蔵者の

各位に厚く御礼申し上げます。 
終りに、図・表・写真の整理などを手伝って頂

いた財団法人砂防フロンティア整備推進機構の職

員や協力機関の方々に感謝いたしますと共に、本

書の出版にあたり、種々のアドバイスを頂いた古

今書院編集部、関田伸雄氏に深く感謝いたします。 
 
2011年10月           著者一同 
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